
【STRIDAの取扱い注意事項について】

STRIDAはその独特なフレーム形状の維持と折りたたみを可能にするため、前フレーム
と後ろフレームのジョイント部分にはボールジョイントが採用されております。
最近、このジョイント部分が外れたというお問い合わせが増えておりますがこれは
製品の不具合ではございませんのでお取扱い時の注意点について下記をご確認ください。

〒559-0023 大阪市住之江区泉2-1-88
TEL 06-6686-0995 / FAX 06-6686-5220

この件につきましては弊社もお客様への注意喚起として2014年モデルよりランニング
チェンジではありますが日本語での説明POPをTAGとして同封し、さらに下パイプにも
注意シール（日本語表記）を貼付けしておりますのでご確認下さいませ。

前車輪がマグネットで固定されていない時、フロントチューブが前方
に広がり過ぎてしまうか、又は図のように開きすぎてしまわないよう
片手でフロントチューブを保持しながらセッティング、折りたたみを
行って下さい。もし、フロントチューブが広がり過ぎた場合、トップ
ボールソケットが破損し、連結のボールジョイントが外れてしまう恐
れがあります。

取扱い注意事項
フロントチューブが前方に広がり過ぎないよう
フロントチューブを片手で保持して下さい

ボールジョイントが外れた場合、トップボールソケット、その他のパーツの
交換が必要になります。

取扱い注意事項
フロントチューブが前方に広がり過ぎないよう
フロントチューブを片手で保持して下さい

広がり過ぎると破損する恐れがあります

吊り下げTAG

貼付け注意シール

ジョイント部分のボールが前パイプから抜けてしまうとPOPに記載があるように
ボールを固定している樹脂パーツの交換が必要となります(有償)。
以上、ご確認頂きますようお願い申し上げます。

【注意事項】

前車輪がマグネットで固定されていない時、
フロントチューブが前方に広がり過ぎてしまうか
又は図のように開きすぎてしまわないよう片手で
フロントチューブを保持しながらセッティング、
折りたたみを行って下さい。
もし、フロントチューブが広がり過ぎた場合、
トップボールソケットが破損し、連結のボール
ジョイントが外れてしまう恐れがあります。


